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新
年
の
ご
挨
拶

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
３
年
の
新

春
を
健
康
に
留
意
さ
れ
、
健
や
か
に
お
迎　
　

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
第
11
次
愛
別
町
振
興

計
画
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。「
子
ど

も
の
笑
顔
か
が
や
く
恵
み
の
大
地　

あ
い

べ
つ
」
を
目
指
し
て
、
農
業
や
子
育
て
・

教
育
環
境
を
は
じ
め
と
す
る
本
町
の
特
性
・

資
源
を
さ
ら
に
活
か
し
な
が
ら「
子
ど
も
」・

「
活
力
・
交
流
」・「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、
産
業
活
動
が
活

性
化
し
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
、
愛
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

尚
一
層
の
ご
理
解
と
、
ご
支
援
を
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
１
月
よ
り
国
内
・
道
内
に
お
い

て
、
未
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ

れ
、
そ
の
後
上
川
管
内
に
も
感
染
が
拡
大

し
、
愛
別
町
に
お
い
て
も
町
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
、
感
染
症
対
策
に
町

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
感
染
症
予

防
対
策
と
経
済
活
動
の
維
持
、
町
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
保
と
健
康
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
年
を
越
し
て
も
未
だ

に
収
束
に
は
至
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
な
お

一
層
町
民
一
人
ひ
と
り
が
留
意
さ
れ
、
感

染
症
予
防
対
策
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
日
も
早
く
平
穏

な
暮
ら
し
に
戻
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
北
海
道
に
お
い
て
は
、

春
先
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
夏
場
の
気
温

も
高
く
推
移
し
台
風
の
通
過
も
な
く
、
穏

や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
も

自
然
災
害
の
無
い
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
気
象
情
報
等
を
的

確
に
把
握
し
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
新
た
に
感
染
症
予
防

対
策
に
留
意
し
た
防
災
・
減
災
対
策
に
、

不
断
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
に
お
い
て
は
、
農
作
物
全

般
に
わ
た
り
豊
か
な
出
来
秋
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
町
の
水
稲
に
お
い

て
は
、
生
産
者
で
あ
る
農
家
の
皆
さ
ま
の

努
力
が
報
わ
れ
る
年
と
な
り
、
農
業
の
ま

ち
と
し
て
喜
び
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
愛
別
町
と
し
て
将
来
を
見
据

え
た
農
業
政
策
を
進
め
る
た
め
に
、
農
業

者
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、
今
年
は
中

央
地
区
、
愛
別
地
区
の
工
事
が
始
ま
る
国

営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
促
進
、
き

の
こ
生
産
、
畜
産
振
興
を
は
じ
め
、
足
腰

の
強
い
農
業
経
営
体
の
育
成
に
努
め
、
愛

別
町
の
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
を
図
る
た

め
に
関
係
す
る
農
業
者
、
農
業
団
体
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
共
に
連
携

を
深
め
、
農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

　

地
方
創
生
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の「
第
２
期
愛
別

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
人
口
減
少

の
抑
制
と
農
業
、
商
工
業
の
振
興
、
地
元

消
費
の
地
域
活
性
化
に
努
め
、
ひ
と
と
し

ご
と
の
好
循
環
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

愛
別
町
と
し
て
町
内
各
地
域
の
人
々
が
共

に
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実
現
と
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
主
体
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
し
、
小
さ
く
て
も
心
豊
か
で

幸
せ
な
ま
ち
を
目
指
し
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
地
方
創
生
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
未
来
を
支
え
る
子
ど
も

が
生
ま
れ
、
町
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
に

努
め
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
医
療
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
、
共
に
支

え
合
う
地
域
社
会
の
充
実
と
、
子
ど
も
達

に
ま
ち
の
未
来
を
託
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

今
後
と
も
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て

今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
今
後

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

愛別町長　前　佛　秀　幸



新
年
の
ご
挨
拶

愛別町議会議長　藤　原　幸　子
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
揃
い
で
令
和
３

年
の
輝
か
し
い
年
明
け
を
、
ご
健
勝
に
て

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
１
年
間

の
議
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
こ
と
わ
ざ
に『
一
年
の
計
は
元
旦

に
あ
り
』
と
あ
り
ま
す
。
物
事
を
成
す
に

は
、
初
め
に
き
ち
ん
と
計
画
を
た
て
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
教
え
で
す
。
し
か

し
、
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
策
に
取
り
組
む
結
果
、
計
画

し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
行
事
や
会
議
等
が
中

止
、
縮
小
、
自
粛
と
い
う
結
果
で
残
念
に

思
っ
て
い
る
方
々
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

初
詣
、
三
が
日
じ
ゃ
な
く
て
も
・
・
・
と

い
う
北
海
道
新
聞
掲
載
の
見
出
し
が
目
に

と
ま
り
ま
し
た
。
三
が
日
に
初
詣
が
集
中

し
な
い
よ
う
、
１
月
中
に
分
散
参
拝
す
る

よ
う
道
民
に
協
力
を
要
請
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。　

　

２
０
２
０
年
、
年
間
流
行
語
大
賞
は
、

「
3
密
」
で
し
た
。「
密
閉
」「
密
集
」「
密

接
」
を
避
け
、『
ゼ
ロ
密
』
を
目
指
し
、『
新

し
い
生
活
様
式
』
を
実
践
し
、ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
を
防
ぐ
と
い
っ
た
、
リ
ス
ク
を
避

け
る
行
動
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
停
滞
し
が
ち
な
社
会
経

済
を
回
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
す
る
支
援

及
び
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
特
別
定
額
給
付
金
事
業
で
は
、
全
国

民
に
10
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
域
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
、
愛
別
町
復
興

応
援
ク
ー
ポ
ン
や
く
ら
し
応
援
券
の
発
行

（
町
内
の
応
援
消
費
に
つ
な
が
り
ま
す
）。　

さ
ら
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
、
マ
ス

ク
の
配
布
、
商
工
会
会
員
を
基
本
と
す
る

事
業
所
支
援
、
店
舗
改
修
助
成
、
売
上
減

少
サ
ポ
ー
ト
や
新
生
児（
令
和
２
年
度
出

生
）
へ
の
特
例
給
付
金
、
読
書
活
動
推
進

事
業
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
も
快
適
な
北
町
農
村
公
園
と
な

る
よ
う
整
備
、
点
在
す
る
車
庫
を
集
約
し

効
率
よ
く
稼
働
さ
せ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
総

合
車
庫
建
設
事
業
等
が
予
定
さ
れ
、
愛
別

町
へ
の
コ
ロ
ナ
関
連
交
付
金
は
約
２
億
数

千
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
町

内
で
3
団
体
が
、
昨
年
、
節
目
の
年
と
な

り
ま
し
た
。
愛
別
町
文
化
連
盟
が
創
立
50

周
年
を
迎
え
、記
念
誌「
愛
と
文
化
で
50
年
」

を
発
行
、
そ
の
中
で
文
化
活
動
は
、
人
間

性
を
豊
か
に
す
る
と
共
に
健
康
な
生
活
を

営
む
上
で
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す
。　

　

愛
別
商
工
会
は
創
立
70
周
年
・
法
制
化

60
周
年
で
記
念
誌
発
行
と
い
う
大
き
な
節

目
を
迎
え
ら
れ
、
名
実
と
も
に
商
工
業
の

拠
点
と
し
て
そ
の
真
価
を
遺
憾
な
く
発
揮

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

愛
別
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
、
設
立

50
周
年
の
記
念
誌
を
発
刊
し
半
世
紀
に
わ

た
る
活
動
と
町
内
で
一
番
大
き
な
サ
ー
ク

ル
と
し
て
の
存
在
感
は
誰
も
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
年
、
成
人
式
を
迎
え
る
青
年
は
22
人
。

桜
の
咲
く
頃
、
小
学
校
に
は
21
人
が
、
中

学
校
に
は
17
人
が
入
学
し
て
23
人
が
卒
業

の
予
定
で
す
。
未
来
を
創
る
子
ど
も
た
ち

が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

本
年
も
愛
別
町
議
会
は
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
町
民
皆
様
の
負
託
に
応
え
う
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
令
和
３
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

安
心
で
安
全
な
明
る
い
よ
き
年
に
な
る
こ

と
を
心
か
ら
願
い
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



「第４０回 税に関する習字」に
　　　　　　　　たくさんの応募をいただきました
　町内の小中学生を対象に、租税教育活動の一環として、「第４０回 税に関する習字」の募集を行い、愛別
小学校から５９点、愛別中学校から６４点、計１２３点の応募をいただきました。審査の結果、入賞作品が決定
しましたのでご紹介いたします。

旭
川
東
税
務
署
長
賞

愛
別
中
学
校
３
年　

松
岡 

駿
輔
さ
ん

愛
別
町
長
賞

愛
別
小
学
校
６
年　

佐

 
日
葉
果
さ
ん

農
業
青
色
申
告
会
長
賞

愛
別
中
学
校
２
年　

菊
地 

結
子
さ
ん

教
育
長
賞

愛
別
中
学
校
１
年　

佐
藤 

菜
々
花
さ
ん

副
町
長
賞

愛
別
小
学
校
５
年　

山
田 

優
寿
希
さ
ん

町
議
会
議
長
賞

愛
別
小
学
校
６
年　

早
坂 

虎
琉
さ
ん



税
町
民
課
長
賞

愛
別
小
学
校
３
年  
中
富 

咲
葉
さ
ん

青
色
申
告
会
長
賞

愛
別
小
学
校
４
年　

小
円
間 

彩
乃
さ
ん

佳
作

愛
別
中
学
校
３
年　

西
村 

幸
輝
さ
ん

佳
作

愛
別
中
学
校
２
年　

柴
田 

叶
子
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
３
年　

星 

聡
佑
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
４
年　

松
林 

憂
珠
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
４
年　

片
桐 

め
い
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
５
年　

伊
勢 

木
音
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
５
年　

渡
邉 

美
咲
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
６
年　

中
山 

柚
花
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
３
年　

渡
邉 

珀
土
さ
ん

佳
作

愛
別
小
学
校
６
年　

中
井 

美
結
さ
ん



第５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

竹川隊員 藏前隊員 谷合隊員
　雪が降り寒い日が続いております
が町民の皆様体調はお変わりないで
しょうか。
　本格的な冬を迎え、地域支援活動
を行うにあたり、感染症対策に十分
留意しつつ、安全確保を第一に活動
を行っています。
　メインの特産振興業務では、加工
用ビーツの管理保管、ふるさと納税
返礼品の梱包発送を中心に行い納品
なども行っています。
　ＰＲを目的に情報発信の協力隊と
一緒に料理動画等を撮っていこうと
思っています。

　役場前の中庭に設置された『防災
倉庫』のデザインをしています。今
はまっさらな面立ちですが、この広
報紙が皆さんのお手元に届く頃に、
ちょっと変わります。あいちゃんマ
ンとラブリーちゃんのイラストを壁
に設置しました。子どもが描いたよ
うなふわっとした可愛さ』をテーマ
に、エアブラシというスプレーのよ
うな道具を使って制作しています。
役場に立ち寄った際には、ぜひご覧
ください！

　生まれて初めて見る冬景色。本格
的な冬が始まり、雪はねのコツを最
近つかんできた谷合です。
　最近は、町内のイベントや、ガー
デニングの様子などを youtube に
アップしたり、きのこの歌の第 2
弾の撮影をしたりしながら、町の良
さを全国に伝えられるように努力し
ています。また、特産品振興の協力
隊と、PR 動画も制作していますの
で、出来上がりを楽しみにしていて
ほしいです！
　ツイッター、インスタグラム等も
平日は毎日更新していますのでぜひ
ご覧ください。

▲ビーツ PR動画の準備をしています！ ▲防災倉庫のデザインの作業の風景。出来上がってきました！

▲ユメセンの取材へ行きました！ ▲子ども会球技大会で撮った写真！ ▲きのこの歌動画の撮影風景です！



①血圧測定のタイミング
【朝】起床後１時間以内・トイレに行ったあと・朝
食の前・薬を飲む前
【夜】寝る直前　※入浴や飲酒の直後は避けましょ
う
②測定時のポイント
・椅子に座って１～２分たってから測定しましょう
・カフ（腕に巻く部分）は心臓と同じ高さにしましょ
う
・薄手のシャツ１枚なら着たままでもよいです
※腕まくりや厚手の服は血圧が変動する場合があ
ります
③記録をする
・測定値は記録をして、主治医の先生に見てもらい
ましょう。また、降圧目標値は、主治医の先生に
確認しましょう。
・かかりつけの病院がない方で、
血圧値が気になる方は、役場の
保健師・栄養士にご相談くださ
い。

▷移動健康相談のお知らせ
保健師・栄養士が地域の会館を巡回し、健康相談を実施します。ぜひ、お気軽にお体や栄養のことな

どの相談にご活用ください！
■日時・場所　　　１月１３日（水）　１３：３０～１４：３０　共生型交流館ぽんて
■問い合わせ先　　保健福祉課保健推進係　☎６-５１１１（内線１４３）

今月の担当：西部保健師

寒さは血圧を上げる

　１日の中で血圧が変動するように、季節によっても血圧は変動します。特に、
寒くなる秋から冬は、血圧が上昇する傾向にあります。体温を維持しようとする
体の働きに加えて、冬の生活習慣が大きく関係しています。

　寒さを感じると、体温が身体から逃げないよ
うにするため、血管が収縮します。すると、血
管が細くなり、血液を送り出す力である血圧が
上がります。寒い冬は普段よりも血圧が上がり
やすくなるため、高血圧で治療中の方や血圧が
高めの方は注意が必要です。
　また、家の中ではトイレや洗面所、脱衣所な
どが寒く、お風呂上がりの脱衣所、夜中や早朝
のトイレは血圧の変動が大きくなりやすいため
要注意です。急激な血圧の上昇は、心筋梗塞や
脳卒中を引き起こす恐れがありますので、脱衣
所やトイレを暖房で暖めておくなど、部屋間の
温度差をなくしましょう。

冬は血圧が上がりやすい
　夏に比べて冬は味覚感度が下がるため、普段
より濃い味を好む傾向にあるといわれています。
また、冬は運動不足になりがちであること、年
末年始で飲酒の機会も増えることなどから、体
重増加や塩分摂取量が多くなりやすく、血圧の
上昇につながる恐れがあります。飲む機会が多
い方は、食べすぎ、飲みすぎに注意しましょう。

 血圧を正しく測って健康管理
　家庭で血圧測定をする目的は、ふだんの血圧の
状態を正確に知ることです。昼の血圧が正常でも、
早朝に血圧が高くなるなど、自分の血圧の特徴を
知ることができます。



消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
安
全
な
取
扱
い
等
に
つ
い
て

除
雪
な
ど
に
よ
る
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
屋
根
か
ら
の
転
落
や
落
雪（
氷
）

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

除
雪
な
ど
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。

▽
屋
根
の
雪
下
ろ
し

●
雪
下
ろ
し
は
、
一
人
で
は
な
く
複
数
人

で
声
を
か
け
あ
っ
て
！

●
靴
や
は
し
ご
に
は
滑
り
止
め
を
、
腰
に

は
命
綱
を
着
け
て
。
屋
根
の
上
で
の
作
業
、

は
し
ご
の
上
り
下
り
に
は
気
を
つ
け
て
！

●
晴
れ
た
日
ほ
ど
ご
用
心
！
屋
根
の
雪
と

一
緒
に
転
落
注
意
！

●
落
と
し
た
雪
の
先
に
人
が
い
な
い
か
、

周
囲
を
確
認
！

●
屋
根
の
周
り
に
雪
を
残
し
て
雪
下
ろ

し
！

●
万
一
に
備
え
、
携
帯
電
話
を
身
に
つ
け

て
！

　
雪
に
よ
る
死
傷
者
の
半
数
以
上
が
高
齢

者
、
約
６
割
が
雪
下
ろ
し
中
で
す
！

▽
除
雪

●
健
康
に
注
意
！
無
理
な
作
業
は
し
な
い
。

●
服
装
に
注
意
！
巻
き
込
ま
れ
な
い
服
装

で
。

●
除
雪
機
の
ト
ラ
ブ
ル
の
際
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
し
て
か
ら
対
処
を
！

●
除
雪
器
具
は
こ
ま
め
に
手
入
れ
、
点
検

を
。

▽
除
雪
中
の
事
故
事
例

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
屋
根
や
は
し
ご

か
ら
転
落
し
、
骨
折
し
た
。

・
歩
行
中
ま
た
は
除
雪
中
に
、
屋
根
か
ら

の
落
氷
雪
で
、
生
き
埋
め
に
な
っ
た
。

・
除
雪
機
に
手
足
が
巻
き
込
ま
れ
て
、
大

け
が
を
し
た
。

令
和
3
年
愛
別
消
防
出
初
式
中
止
の
お
知
ら
せ

　
令
和
３
年
１
月
７
日
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
令
和
３
年
愛
別
消
防

出
初
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
安
全
面
を

考
慮
し
た
結
果
、
中
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
何
卒
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

防
対
策
で
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使

用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
は
火
気
に
よ
り
引
火
し

や
す
く
、
ま
た
、
発
生
す
る
蒸
気
は
可

燃
性
で
空
気
よ
り
重
く
低
所
に
滞
留
し

や
す
い
た
め
、
取
り
扱
う
場
合
に
は
次

の
項
目
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
火
気
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

●
室
内
の
消
毒
や
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の

容
器
詰
替
え
の
際
、
可
燃
性
蒸
気
が
滞
留

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
通
風
性

の
良
い
場
所
や
換
気
が
行
わ
れ
て
い
る
場

所
で
行
う
こ
と
。
ま
た
、
み
だ
り
に
可
燃

性
蒸
気
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
、
密
閉
し

た
室
内
で
多
量
の
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の

噴
霧
は
避
け
る
こ
と
。

●
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
や
高
温
と
な

る
場
所
に
保
管
す
る
の
は
避
け
る
こ
と
。

ま
た
、
容
器
を
落
下
さ
せ
た
り
、
衝
撃
を

与
え
た
り
し
な
い
こ
と
。

●
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
容
器
に
詰
め
替

え
る
場
合
は
、
漏
れ
、
あ
ふ
れ
や
、
飛
散

し
な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
、
詰
め

替
え
た
容
器
に
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
あ

る
旨
や
「
火
気
厳
禁
」
等
の
注
意
事
項
を

記
載
す
る
こ
と
。



自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

▽
受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▽
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場
合
は
実
施
し
ま

せ
ん
。

▽
試
験
期
日　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

●
２
月
14
日（
日
）・
15
日（
月
）

●
2
月
28
日（
日
）・
３
月
1
日（
月
）

　
※
各
日
程
い
ず
れ
か
１
日

▽
試
験
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

　
陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　
（
旭
川
市
春
光
町
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
北
地
区
隊

　
☎
０
１
６
６
‐
54
‐
５
６
１
７

　
総
務
企
画
課
総
務
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
２
１
６
）

　

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民

の
関
心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

全
国
的
な
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

政
府
は
１
９
８
１
年
（
昭
和
56
年
）

１
月
６
日
の
閣
議
で
、
２
月
７
日

を
「
北
方
領
土
の
日
」
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
月
７
日
は
、
１
８
５
５

年
（
安
政
元
年
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
「
日
魯
通
好
条
約
」
が
平

和
裏
に
調
印
さ
れ
た
日
で
あ
り
、

こ
の
条
約
に
よ
り
日
露
両
国
の
国

境
が
定
め
ら
れ
、
択
捉
島
な
ど
北

方
領
土
が
日
本
の
領
土
と
し
て
初

め
て
国
際
的
に
も
明
確
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義

と
、
平
和
的
な
外
交
交
渉
に
よ
っ

て
領
土
の
返
還
を
求
め
る
運
動
の

趣
旨
か
ら
「
北
方
領
土
の
日
」
と

し
て
最
も
適
切
な
日
と
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

道
で
は
、
２
月
７
日
を
中
心
と

し
た
１
か
月
間
（
１
月
21
日
〜
２

月
20
日
）
を
「
北
方
領
土
の
日
」

特
別
啓
発
期
間
と
定
め
、
関
係
団

体
に
お
い
て
多
く
の
催
し
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

政府広報キャラクター
エリカちゃん

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

　
　
1
月
21
日
〜
２
月
20
日
は
特
別
啓
発
期
間
で
す

　
上
川
地
方
で
は
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬

を
迎
え
ま
し
た
。
旭
川
の
降
雪
量
（
平
年
値
）

を
見
る
と
、
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
が
最

も
多
く
、
年
間
降
雪
量
の
お
よ
そ
半
分
が
こ

の
時
期
に
降
っ
て
い
ま
す
。
大
雪
に
な
る
要

因
は
、
発
達
し
た
低
気
圧
の
通
過
や
冬
型
の

気
圧
配
置
の
強
ま
り
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
大
雨
と
同
じ
く
発
達
し
た
雪
雲
が
次
々

と
入
り
続
け
、
狭
い
範
囲
で
大
雪
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
大
雪
に
伴
う
災
害
は
、
道
路
の
通
行
止
め

を
は
じ
め
と
し
た
交
通
機
関
へ
の
障
害
や
家

屋
の
倒
壊
・
停
電
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
な
だ

れ
や
屋
根
か
ら
の
落
雪
・
雪
下
ろ
し
作
業
中

の
事
故
な
ど
も
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
雪
で

す
が
、
時
に
は
災
害
に
結
び
付
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
気
象
台
で
は
大
雪
に
よ
る
災
害
が
予
想
さ

れ
た
と
き
、
大
雪
警
報
や
大
雪
注
意
報
を
発

表
し
て
、
皆
さ
ん
に
警
戒
・
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
最
新
の
気
象
情
報
や
道
路

情
報
な
ど
を
確
認
し
行
動
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
旭
川
地
方
気
象
台

　
☎
０
１
６
６
‐
32
‐
７
１
０
２

　
旭
川
地
方
気
象
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.jm
a-net.go.jp/

   asahikaw
a/

防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ「
大
雪
に
備
え
る
」

１
月
21
日
〜
２
月
20
日
ま
で
、

役
場
庁
舎
入
口
（
保
健
福
祉
課

側
）に
返
還
要
求
署
名
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
思

い
を
署
名
に
結
集
し
ま
し
ょ
う
。



お し ら せ

▽
あ
い
べ
つ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
宿
泊
研
修
施
設
サ
ン
ラ
イ
ズ
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
山
村
広
場
、
農
村
公
園
）

●
指
定
管
理
者

　
愛
別
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社

●
指
定
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　
☎
６
‐
５
１
１
５（
内
線
５
７
４
）

▽
愛
別
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
指
定
管
理
者

　
株
式
会
社
協
和
温
泉

●
指
定
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
８
年
３
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
１
４
１
）

愛
別
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
年
金
の

　
　
　
　
　
　
併
給
調
整
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
障
害
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人
の
児
童
扶
養
手
当
の
算

出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

▽
見
直
し
の
内
容

　
現
在
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ

と
り
親
家
庭
は
、
障
害
年
金
額
が
児
童
扶

養
手
当
額
を
上
回
る
場
合
に
は
、
児
童
扶

養
手
当
が
受
給
で
き
ず
、
就
労
が
難
し
い

人
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
に
お
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、令
和
３
年
３
月
分
か
ら
、

児
童
扶
養
手
当
の
額
と
障
害
年
金
の
子
の

加
算
部
分
の
額
と
の
差
額
を
児
童
扶
養
手

当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
見
直
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
障
害
年
金
以

外
の
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人
の

改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
見
直
し
時
期

　
令
和
３
年
３
月
分（
令
和
３
年
５
月
支

払
）
か
ら

▽
手
当
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

・
す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
と

し
て
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
原
則

申
請
は
不
要
で
す
。

・
そ
れ
以
外
の
方
は
、
町
へ
の
申
請
が
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課
福
祉
係　
　

　
☎
６ - 

５
１
１
１（
内
線
１
４
２
）

愛
別
町
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
が
令
和
２
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
、
ま
た
は
発
熱

等
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
る
こ
と

に
よ
り
会
社
等
を
休
み
、
事
業
主
か
ら
十

分
な
給
与
等
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
傷

病
手
当
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
適
用
期
間
が
令
和

３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
あ
い
べ

つ
６
月
号
、
愛
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
問
合
せ
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
税
町
民
課
国
民
健
康
保
険
係　

　
☎
６
‐
５
１
１
１（
内
線
１
１
６
）

新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

傷
病
手
当
金
の
適
用
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　皆様が納める税金は、私たちの暮らしを支え
る様々な費用に使われています。税金は、納期
限までに納めましょう。なお、口座振替により
納付されている方は、２月１日（月）にご指定
の口座から振替をいたしますので、事前に残高
の確認をお願いいたします。

●町税の納付には口座振替が大変便利です
口座振替制度は、あなたの指定した金融機関

の預貯金口座から、納期限日に自動引き落とし
により納税することができる制度です。手数料
も不要で、納期のたびに納税に出向く必要や、
納め忘れ等の心配がなく、安全・便利・確実な
制度です。ぜひ口座振替制度をご利用ください。
手続きは、旭川信用金庫愛別支店、上川中央

農業協同組合本所または愛別郵便局で行えます。
■問い合わせ先
　税町民課課税納税係
　☎６‐５１１１（内線１１７・１１８）

町道民税及び固定資産税第４期、
国民健康保険税第７期分の
納期限は２月１日（月）です

　
令
和
３
年
３
月
末
で
指
定
期
間
満
了
を
迎
え
る
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
選
定
委
員

会
に
て
指
定
管
理
者
の
候
補
者
選
定
を
厳
正
に
行
い
、
12
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
指

定
管
理
者
の
指
定
が
議
決
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



愛別町幼児センター 令和３年度幼児募集

愛別町
幼児センター

愛別幼稚園 さくら保育所
通常保育（月～金） 一日保育（月～土） 生後６ヶ月～３歳未満 ３歳以上

入園・入所条件

満３歳～満５歳までの幼児
（令和３年４月２日現在）

生後６ヶ月～小学校就学前の
保育を必要とする乳幼児

保護者の就労や疾病等の都合
により保育が出来ない場合

保護者の就労や疾病、出産（産前産後）
等の都合により保育が出来ない場合

募集人員 定員（３～５歳児）　各３５名 定員　４５名

登園 /降園時刻 ８時～９時/１３時 ８時～９時/
１３時～１７時３０分

８時～９時/
１３時～１７時３０分

保育時間
９時～１３時 ９時～１７時 ９時～１７時

保護者の勤務時間によって、登園は７時３０分から、降園は１８時３０分までおあずかりして
おります。ご希望の方はご相談ください。

月額保育料 町民の方は無料（町外の方は保育料および副食費がかかる場合があります。）

送迎バス
●３歳以上の幼児を対象に、朝の迎え（８時～９時）と通常保育終了後（１３時）にバスが
出ます。
●３歳未満の幼児については、保護者の送迎となります。
※コロナウイルス等の感染症予防対策として、バス送迎を行わない場合もあります。

給　食 ●生後６ヶ月から３歳未満は完全給食、３歳以上～５歳児は副食のみの給食となります。
●アレルギー対策を行っておりますが、医師の診断が必要となります。

その他
さくら保育所では、生後６か月未満の乳幼児をお預かりすることができませんが、生後６か
月未満の乳幼児については、近隣市町村の保育所等へ入所することができますのでご相談く
ださい。

募集期間 令和３年１月１８日（月）～令和３年２月８日（月）

受付時間 ９時～１７時　（土日は受け付けておりません。）

申込方法 申込用紙 (幼児センターに用意しています。)に必要事項を記入し、
幼児センターまで提出してください。提出は募集期間中にお願いします。

その他 定員に余裕があれば、他市町村からの広域の受け付けも行っております。

問い合わせ先 愛別町幼児センター　☎6‐５９８０



お し ら せ

高齢者の肺炎球菌ワクチン定期接種はお済みですか ?

▷接種対象者
接種当日に愛別町に住民登録があり、対象者①もしくは

②の方が、今年度の定期接種の対象です。
対象者①

対象者②
接種当日に６０歳から６５歳未満の方で、心臓、じん臓、

呼吸器、免疫等の機能障がいによる１級の身体障害者手帳
を持っている方。
※ただし、過去に定期接種や任意接種により、２３価肺炎
球菌ワクチンを受けたことがある方は対象外となります。

▷自己負担金
　２,７００円
（医療機関にお支払いください）
※生活保護受給世帯の方は無料です。免除券をお
渡ししますので、事前に役場にお越しください。
▷接種が受けられる医療機関　
愛別町立診療所、比布町立ぴっぷクリニック、

上川医療センター、旭川市内の医療機関。
※詳しくは接種を希望する医療機関にご確認くだ
さい。
▷接種の際の持ち物
①健康保険証、運転免許証等の住所、氏名、年齢
が確認できるもの
②予診票
※予診票がお手元にない方は、下記問い合わせ先
までご連絡ください。

■問い合わせ先
保健福祉課保健推進係
　☎６-５111(内線 143）

今年度の定期接種の実施期間は、令和3年3月31日（水）までです。接種を希望される方は早めに受けてください。

６５歳になる方 昭和３０年 4月 2日～昭和３１年 4月 1日生
７０歳になる方 昭和２５年 4月 2日～昭和２６年 4月 1日生
７５歳になる方 昭和２０年 4月 2日～昭和２１年 4月 1日生
８０歳になる方 昭和１５年 4月 2日～昭和１６年 4月 1日生
８５歳になる方 昭和１０ 年４月２日～昭和１１年 4月 1日生
９０歳になる方 昭和 ５年 4月 2日～ 昭和６年 4月 1日生
９５歳になる方 大正１４年 4月 2日～ 大正１５年 4月 1日生
１００歳になる方 大正９年 4月 2日～ 大正１０年 4月 1日生

任意予防接種の接種費用を一部助成しています！

▷申請の方法
保健福祉課で申請を行ってください。
※予防接種を受けた日から１年以内に申請してくだ
さい。

▷申請に必要なもの
①医療機関の領収書（原本）
②印鑑
③口座番号がわかるもの

■問い合わせ先
　保健福祉課保健推進係
　☎６-５111(内線１４３）

▷対象者
①６５歳以上の方
②６０歳から６５歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器、
免疫等の機能障がいによる１級の身体障害者手帳を
持っている方。
※定期接種の方は対象になりません。

▷助成額
医療機関で全額お支払いいただき、２ ,７００円を超
える額を町からお返しいたします。助成を受けるに
は、払戻しの申請が必要です。
※生活保護受給世帯の方は全額助成します。

今年度、肺炎球菌ワクチン定期接種の対象とならない方は…



新成人のみなさんへ　～20歳になったら国民年金～

国民年金のポイント
●年金手帳は一生のパートナー
国民年金に加入すると年金手帳が送付されます（20歳
前に就職し、会社で厚生年金をかけている場合は勤務
先に「基礎年金番号通知書」が送付されます）。この手
帳は今後様々な手続きの際に必要ですので、手続きの
際には必ずお持ちしてください。
●手続きの際にはマイナンバーも必要です。
マイナンバーで手続きすることにより住所変更届や添
付書類の省略ができるようになりました。お手続きする
際には必ずお持ちください。
●第１号被保険者（学生・自営業・フリーター）
年金事務所から送付される納付書により各金融機関で
保険料を納めましょう。
また、納付が困難な場合は保険料免除制度をご利用く
ださい。
●第２号被保険者（会社員）
20歳前から厚生年金をかけている方は、すでに国民年
金に加入しており、保険料は会社が控除している厚生
年金保険料に含まれていますので、加入等の手続きは
不要です。

利用できる制度
●学生納付特例制度
学生の方は、一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、保険料の納付が
猶予されます。
※申請には印鑑、学生証のコピーまたは在学証
明書が必要です。
●納付猶予制度
学生でない 50歳未満の方で、ご本人及び配偶者
の所得が一定額以下の場合に保険料の納付が猶
予されます。
●保険料を安くする方法
前納制度をご利用ください。保険料を早めに納
めることにより、保険料が割引になります。
※前納制度と口座振替払いをセットにすること
でさらに割引になります。

●もらえる年金を増やす方法
保険料に加えて、月額 400円の付加保険料を納める
と、老齢基礎年金と併せて付加年金を受け取れます。
たとえば…
付加保険料を１年納付していたとしたら、かかる費
用は
400円× 12月（1年）＝ 4,800円
１年間でもらえる付加年金額は
200円× 12月× 1年＝ 2,400円（固定）
つまり、２年以上年金を受け取ったら元が取れると
いうことになります。

■問い合わせ先
　税町民課国民年金係　☎６‐５１１１（内線１１５）
　ねんきんダイヤル　☎０１６６‐ 72‐５００４
　自動音声案内後　「２」→「１」

　日本に住む 20歳から 60歳未満のすべての人は、国民年金に加入し、保
険料を納めることになっています。年金制度は老後の生活保障だけでなく、
万が一、病気やけがで障害が残った方や、一家の働き手が亡くなったご遺族
の方（被保険者により生計を維持されていた「子のある配偶者」や「子」）を、
働いている世代みんなで支えようと考えられた仕組みです。ただし、手続き
をしなかったり、保険料を納めなかったりすると、年金を受けられなかった
り、年金額が少なくなったりするので、お手続きは忘れずにしましょう。

加入手続きについて
● 20歳になった方には、日本年金機構から、
国民年金に加入したことをお知らせします。
※厚生年金または共済年金に加入している方
を除きます。
● 20歳になってから、概ね２週間以内に「国
民年金加入のお知らせ」、「国民年金保険料納
付書」、「国民年金の加入と保険料のご案内（パ
ンフレット）」、保険料の納付猶予制度と学生
納付特例制度の申請書、返信用封筒が送付さ
れます（「年金手帳」は別途送付されます）。な
お、以下に該当する方は、国民年金第１号被
保険者として加入する必要はありません。
・20歳になる直前に海外出国され、「国民年金
加入のお知らせ」が届いた方→お近くの年金
事務所へご連絡ください。
・20歳になったときに、配偶者（厚生年金・共
済年金に加入）の扶養となっている方→配偶
者の勤務先へ連絡し、国民年金第３号被保険
者の手続きをしてください。



お し ら せ

確定申告会場を開設します
愛別町では令和２年分所得税および復興特別所得税の確定申告会場を農業所得税対策協議会事務所と

あわせて、次のとおり開設します。

●申告会場　総合センター１階　第１会議室
●開設期間　１月 21日（木）～３月 15日（月）　平日のみ
※新型コロナウイルス感染予防の観点から、会場への入場制限をかけさせていただく場合がございます。
お待ちいただく際には、受付票を準備しますので、受付順にご対応させていただきます。

●基礎控除額の改正
　基礎控除額が次の表のとおり改正となりました。
所得要件が追加され、合計所得金額が２，５００万円を
超える場合は基礎控除額の適用が受けられなくなり
ます。

●給与所得控除額の改正
　給与所得控除額が原則１０万円引き下げとなりまし
た。
◇改正前６５万円控除→改正後５５万円控除
※収入額に応じて所得控除額の算定方法が異なります。

●公的年金等控除額の改正
　公的年金等控除額が原則１０万円引き下げとなりま
した。
◇６５歳未満の方：改正前７０万円控除→

改正後６０万円控除
◇６５歳以上の方：改正前１２０万円控除→

改正後１１０万円控除
※収入額に応じて所得控除額の算定方法が異なります。

●所得金額調整控除の創設
　給与所得控除・公的年金等控除の見直しに伴い、
負担増が生じないよう創設された控除です。該当と
なる方は次のとおりです。

①その年の給与等の収入金額が８５０万円を超える方
で、いずれかに該当する方
・本人が特別障がい者の場合
・２３歳未満の扶養親族がいる場合
・特別障がい者である同一生計配偶者または扶養親
族がいる場合

◇所得調整控除額の計算方法
　（給与等の収入金額‐８５０万円）×１０％

②給与所得および公的年金等に係る雑所得の両方が
ある方で、それらの所得の合計額が 10万円を超える
場合

　◇所得調整控除額の計算方法
　給与所得金額（上限１０万円）＋
　公的年金等の雑所得金額（上限１０万円）‐１０万円

▷申告の際には、申告者のマイナンバー（個人番号）と本人確認書類を提示してください。
　（本人確認書類は以下のいずれかをいいます。）

▷令和２年分確定申告から次の点が変更になりました。

①マイナンバーカード　
②通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
③マイナンバーが記載された住民票の写し＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証など
※控除対象配偶者および控除対象扶養親族等がいる場合、該当者全員のマイナンバーがわかるものを
お持ちください。

合計所得金額 基礎控除額
改正前 改正後

２，４００万円以下

３８万円
（所得制限なし）

４８万円

２，４００万円超～
２，４５０万円以下 ３２万円

２，４５０万円超～
２，５００万円以下 １６万円



●扶養親族等の合計所得金額要件の改正
　配偶者控除・配偶者特別控除・扶養控除・勤労学
生控除を受けるための扶養親族等の所得要件が、次
の表のとおり改正となりました。

●青色申告特別控除額の改正
　青色申告特別控除額が、６５万円から５５万円に引
き下げとなりました。ただし、ｅ－ＴＡＸによる申告
（電子申告）または税務署に電子帳簿保存の届出をさ
れている場合は、引き続き６５万円の控除を受けるこ
とができます。

●ひとり親控除の新設と寡婦控除の見直し
　性別や、婚姻歴の有無にかかわらず、下記要件に
当てはまる方がひとり親控除（３５万円）の対象とな
ります。
・事実上婚姻関係と同様の事情にあると認められる
人がいない
・生計を共にする子どもがいる
（所得金額４８万円以下）
・ひとり親の合計所得金額が５００万円以下
※子どもがいない寡婦の方は今までと同様に２７万円
の寡婦控除が受けられますが、所得要件が新しく追
加され、５００万円以上の所得がある場合は、控除を
受けられません。

扶養親族等の区分
合計所得金額要件
改正前 改正後

同一生計配偶者 ３８万円以下 ４８万円以下

扶養親族 ３８万円以下 ４８万円以下

配偶者特別控除の
対象となる配偶者

３８万円超
１２３万円以下

４８万円超
１３３万円以下

勤労学生 ６５万円以下 ７５万円以下

■問い合わせ先
　税町民課課税納税係　☎６‐５１１１（内線１１７）



まちのできごと

　１２月９日、美深高等養護学校あいべつ校で生
徒会選挙が行われました。
　実際の選挙の練習になるよう、愛別町選挙管
理委員会より貸出された投票箱や記載台を使用
して、本格的な投票が行われ、生徒たちは少し
緊張しながら、投票箱へ清き一票を投じました。
　投票の結果、７名の生徒会役員が選出されま
した。

　１１月に寄贈いただいた、役場庁舎前の防災倉
庫に、あいちゃんマン＆ラブリーちゃんのイラ
ストが描かれました。
　地域おこし協力隊が活動の一環として手がけ
たもので、役場近くにお越しの際には、皆さん
にぜひご覧いただければと思います。

●タンポポコーヒーは、タンポポの
根を乾燥させたものです。
●ハーブティはレモングラス、カモ
ミールを使いました。

　紅葉のきれいな１１月１４日に、愛東地区旧大萩村から隣町の奥
永源寺へバスに乗って、秋の森を探検しに行きました。お天気も
良く、子どもの目線には様々なものが見え、落葉や虫に興味深々。
一方、大人は紅葉を楽しめました。植物をよく知る緑の少年団長、
堤信二さんを講師に、秋に果実のなる樹木など観察したり、タン
ポポコーヒー、ハーブティの試飲もできました。また、子どもた
ちは色づいた葉っぱを拾って帰りパウチをして記念のしおりも作
りました。地元の山を堪能できた一日でした。

～滋賀県東近江市「愛の田
ま
園
ち
だより」より～



寄贈に感謝申し上げます
　１１月２０日、全上川農民連盟様より、上川管内
産「ななつぼし」５０㎏の寄贈をいただきました。
寄贈いただいた米は、幼児センターの給食とし
て使用させていただきます。

　１２月２日、本多はなや様より、ポインセチア
１５株を寄贈いただきました。役場庁舎内に飾ら
せていただき、鮮やかなポインセチアが、クリ
スマスシーズンを彩りました。

　１２月１１日、大洋設備株式会社様よりマスク
３，０００枚を寄贈いただきました。
　寄贈いただいたマスクは、町の防災のため
活用させていただきます。

　１２月１４日、上川中央農協青年部様より、幼
児センターへ大雪そばと JA上川中央きのこ飯の
素を寄贈いただきました。寄贈いただいた品は、
幼児センターへ通う幼児たちへ配られました。

　１２月１７日、北海道地方郵便局長会様より、
「妖怪アマビエ」のオリジナルフレーム切手を
寄贈いただきました。
　いただいたフレーム切手は、新型コロナウ
イルス感染症の収束を願い、役場庁舎内に展
示させていただいています。



～比べないのは当たり前、みんなで上がろう愛の地域（ぶたい）～

共生型交流館「ぽんて」に、きたよん相談日を開設します

上川中部北４町だれもが暮らしやすい地域づくり研修会を開催しました

■相談窓口・問い合わせ先
・上川中部基幹相談支援センター　　当麻町３条東２丁目１１番１号（当麻町役場内）
☎：０１６６‐８４‐７１１１　FAX：０１６６‐８４‐７３３３　メール：kitayon@potato.ne.jp
・虐待防止センター専用電話　☎：０１６６‐８４‐７２２２（２４時間対応）

　共生型交流館「ぽんて」に相談窓口を次のとおり設置します。当日は、障がいに関するさまざまな相
談に上川中部基幹相談支援センターきたよんの職員が対応します。事前予約は不要ですのでお気軽にお
立ち寄りください。

■問い合わせ先
　保健福祉課福祉係　☎６-５１１１（内線１４２）

　１０月３０日（金）、当麻町公民館まとまーるにおいて、「だれもが安心して暮らせる地域について考える～
子どもから大人へ。地域の居場所づくり～」をテーマに研修会を開催し、地域住民および関係機関等５６名
が参加しました。今回の研修会では、講師として留萌市の特定非営利活動法人ウェルアナザーデザインの、
地域づくりコーディネーター小野尚志さんをお招きし、「暮らしやすいまちづくり～スクールソーシャルワー
カーの実践から見える子ども達の生き難さ」と題して、地域での子どもや大人の居場所づくりの事例や生活
環境や家庭背景、多様化によって引き起こされている子ども達の現状についてお話していただきました。ま
た、当事者ご家族からの報告をいただき、“障がい ”を知ってもらうために発信していくことの必要性や、発
信することで理解してくれる人を増やし地域とつながっていくとのお
話がありました。
　参加者からは、「い場所づくりが大事」「障がいのある方の事例や雇
用について知りたい」「予防的な視点に立つことに共感できた」など
のご意見・ご感想をいただきました。
　当センターでは、地域の方や関係機関の方などへの理解・啓発活動
として研修会を行っています。研修会に参加された方だけではなく、
“だれもが安心して暮らせる地域づくり ”のために、みなさまからのご
意見を寄せていただければと思います。

北海道美深高等養護学校あいべつ校便り 第８５号「第５回学校祭を終えて」
　あいべつ校の学校祭が、１１月１９日、２０日の二日間開催されました。
今年度は、新型コロナウィルス感染拡大防止の関係で、多くの行事
が中止になっていましたが、学校内で感染症拡大防止の対策につい
て十分に配慮し、無観客という形式で開催することとなりました。
　学校祭１日目は、生徒会執行部のメンバーによるオープニングイ
ベントから始まり、その後は、自分たちの特技や趣味を披露する有
志発表が行われました。ダンスやお笑い、自作動画など多彩な発表
で盛り上がりました。学校祭２日目は、各学年のステージ発表を行いました。１学年は和太鼓の演舞、２
学年はお笑いとダンス、３学年はよさこい舞踊を発表し、各学年の特色が引き立つ発表となりました。ステー
ジ発表後は、学校祭バザーを行い、昼食と製品販売活動を行いました。例年実施している食堂サービスは
中止となりましたが、アクリル板（シート）で感染症対策をしながら、消毒を徹底して行い、コロナ禍の
販売会を楽しむことができました。
　今年度の学校祭では、愛別町の蓬莱太鼓様より和太鼓、よさこいチーム嵐舞あいべつで使用していたよ
さこいの法被や大漁旗など数多くのご支援をいただき、生徒にとって思い出に残る学校祭になりました。
ありがとうございました。（生徒指導部：太田勉）

▷日時　　１月１８日（月）１３：３０～１５：３０
▷場所　　共生型交流館「ぽんて」（愛別町字本町１７０番地）

以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。



Happy New Year! What are your new year's resolutions this year? Mine is to be 

less distracted when doing tasks so I can fi nish them more quickly. Apparently, 47% 

of British people say they want to exercise more for their new year’s resolution! But 

more than half don’t manage to keep to their resolution...

　明けましておめでとうございます！今年の新年の抱負は何で
すか？私は仕事をするときに気が散らないようにして、より早
く仕事を終わらせることです。どうやら、イギリス人の４７％
は新年の抱負として自分のためにもっと運動したいと思ってい
ます！しかし、半数以上が決意を維持できずにいます…
　昨年は私たちにとって特に厳しい年でしたが、希望を新たに
何事もうまくいくという気持ちで 2021年と向きあえることを
願っています！東京オリンピック（と私がとても楽しみにしてい
るゲーム「ゼルダの伝説２」もでるかも？！）など今年は楽しみ
なことがたくさんあります。
　１月は、有名なスコットランドの詩人とスコットランドの文
化を祝う「バーンズナイト」を除くと、イギリスで行われる大き
なイベントはそれほど多くありません。
　まずは、皆さんの 2021年が良いスタートを切ることを願っ
ています。安全で、暖かく、お幸せに！

Last year has been especially tough for us all, but I hope we can face 2021 with renewed hope and optimism! There are 

many things to look forward to this year, such as the Tokyo Olympics (and maybe the game I’m very looking forward to 

Legend of Zelda: Breath of the Wild 2?!).

In January, there aren’t many big events that happen in the UK, except 

“Burns Night”, which is a Scottish holiday that celebrates a famous 

Scottish poet and Scottish culture.

For now, I hope everyone’s 2021 is off  to a good start - stay safe, warm 

and happy!

１１月末現在・（）内前月比
男 １,２６４ （＋６）
女 １,４２６ （＋４）
計 ２,６９０ （＋１０）
世帯数 １,３５９ （＋１４）

※「戸籍の窓」欄
への掲載の申し
込みは、各届出
時に税町民課戸
籍町民係へお申
し出ください。

■おくやみ
行政区 死　亡　者 満年齢 死亡月日
本町４区 　新　井　スミエ　さん ８８ １１月７日
愛別６区 　森　定　ヤス子　さん ８９ １１月１４日
本町４区 　田　上　　信　　さん ９３ １１月１９日
南町１区 　矢　部　賢　治　さん ７１ １１月２８日
南町４区 　半　澤　昭　三　さん ９２ １２月１日
厚生 　谷　原　裕　子　さん ７９ １２月７日

以上の方々から愛別町社会福祉協議会に寄附がありました。

☆香典返しを廃して
　故　森定　ヤス子様の葬儀に際して　　愛別６区　森定　一樹　様
　故　矢部　賢治　様の葬儀に際して　　南町１区　矢部　マス子様
　故　半澤　昭三　様の葬儀に際して　　南町４区　半澤　タツヱ様
　故　田上　　信　様の葬儀に際して　　旭川市　　田上　和敏　様

☆特別寄附として
　金一封　　　　　　　　旭川市　　安川測量　様



■発行・編集
　愛別町総務企画課政策企画室
　広報統計係
　〒０７８-１４９２
　北海道上川郡愛別町字本町１７９番地
　☎０１６５８-６-５１１１（代表）
■印刷
　㈱井田印刷工房

□ホームページ
　http://www.town.aibetsu.hokkaido.jp/
□Ｅメール
　aibetsu@town.aibetsu.hokkaido.jp

　『広報あいべつ』は、愛別町ホームページでも公開している他、旭川ケーブルテ
レビポテトでも放送しており、写真等がカラーでご覧いただけます。

愛別町公式ＳＮＳもよろしくお願いします

Ｔｗｉｔｔｅｒ
フォロワー数７０７
（先月比+４２）

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
「あいべつ風景」
フォロワー数８２
（先月比+５）

Ｆａｃｅｂｏｏｋ
フォロワー数８３１
（先月比+７）

公式YouTubeチャンネル
チャンネル登録者数６５
（先月比+４）


